
― 1 ―

与
謝
野
晶
子
訳
『
源
氏
物
語
』
書
誌
集
成
（
上
）

佐　

藤　

由　

佳

　

本
稿
は
、
与
謝
野
晶
子
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
の
書
誌
に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

書
誌
の
掲
出
方
法
は
、
次
の
と
お
り
。

一
、
書
籍
の
出
版
形
態
に
よ
り
《
単
行
本
》、《
叢
書
》、《
文
庫
》
に
三
分
類
し
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
《
単
行
本
》
に
つ
い
て
掲
げ
る
。《
叢

書
》、《
文
庫
》
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
本
稿
末
尾
に
記
載
）
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
刊
行
年
月
日
の
順
と
し
た
。

　

与
謝
野
晶
子
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、『
源
氏
物
語
』
を
二
度
に
わ
た
っ
て
現
代
語
訳
し
て
い
る
が
、
一
度
目
の
も
の
を
「
新
訳
」、
二
度

目
の
も
の
を
「
新
新
訳
」
と
称
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
書
名
の
下
に
「
新
訳
」「
新
新
訳
」
の
別
を
〈　
　

〉
に
よ
り
付
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
の
違
い
を
知
る
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て
、〈
桐
壺
巻
〉
冒
頭
部
を
、「
新
訳
」「
新
新
訳
」
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
本
文
を
掲

出
し
た
。

　

与
謝
野
晶
子
は
、
明
治
一
一
年
一
二
月
七
日
、
大
阪
府
堺
市
に
て
誕
生
し
、
昭
和
一
七
年
五
月
二
九
日
没
し
て
い
る
。

　

す
で
に
、
明
治
四
二
年
九
月
頃
か
ら
小
林
天
眠
の
依
頼
に
よ
り
「
源
氏
物
語
講
義
」
の
執
筆
中
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
三
年
頃
、
金
尾
文
淵
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堂
の
金
尾
種
次
郎
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳
に
取
り
組
み
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
大
震

災
に
よ
り
、「
源
氏
物
語
講
義
」
の
原
稿
の
大
半
が
焼
失
。
し
か
し
、
再
度
現
代
語
訳
に
取
り
組
み
、『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
に
至
っ
て
い
る
。

古
典
作
品
の
現
代
語
訳
に
は
、『
新
訳
栄
華
物
語
』、『
新
訳
紫
式
部
日
記
・
新
訳
和
泉
式
部
日
記
』・『
新
訳
徒
然
草
』
が
あ
る
。
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《
　
単
　
行
　
本
　
》

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
三
巻
四
冊
。
金
尾
文
淵
堂
。〈
新
訳
〉

「
上
巻
」　　
　
（
桐
壺
～
乙
女
）　　
　

明
治
四
五
年　

二
月
二
一
日　
　

四
六
一
頁

「
中
巻
」　　
　
（
玉
鬘
～
夕
霧
）　　
　

明
治
四
五
年　

六
月
二
五
日　
　

九
二
二
頁

「
下
巻
の
一
」　
（
御
法
～
寄
生
）　　
　

大
正　

二
年　

八
月
二
一
日　

一
三
五
八
頁

「
下
巻
の
二
」　
（
東
屋
～
夢
の
浮
橋
）　

大
正　

二
年
一
一
月　

三
日　

一
八
一
九
頁
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サ
イ
ズ
：
二
二
・
〇
×
一
五
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
（
本
文
）、
一
一
行
（
序
文
）
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
（
本
文
）、
二
三
行
（
序
文
）

　

与
謝
野
晶
子
の
現
代
語
訳
と
し
て
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、〈
新
訳
〉
と
称
す
る
。
総
ル
ビ
を
付
す
。

　

序
文
は
、
森
林
太
郎
（
森
鷗
外
）
お
よ
び
上
田
敏
が
記
す
。
な
お
、
こ
の
序
文
の
掲
載
順
に
つ
い
て
は
、『
鉄
幹　

晶
子　

全
集
』[

30]

所
載
の
市
川
千
尋
氏
に
よ
る
「
解
題
〈
付
記
〉」
に
お
い
て
、「
二
月
二
十
一
日
発
行
の
第
一
版
で
は
序
文
が
森
鷗
外
、
上
田
敏
の
順
で
あ
っ

た
が
、
六
月
二
十
日
刊
（
第
七
版
：
佐
藤
注
）
で
は
上
田
敏
、
森
鷗
外
の
順
に
な
っ
て
い
る
。」
と
あ
る
。
愛
知
淑
徳
大
学
蔵
「
初
版
」、

神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
「
第
五
版
」、
蓬
左
文
庫
蔵
「
第
七
版
」、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
第
七
版
」
お
よ
び
「
第

十
版
」、
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
「
第
十
版
」
を
閲
覧
し
た
が
、
愛
知
淑
徳
大
学
蔵
「
初
版
」
お
よ
び
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
「
第

五
版
」
の
序
文
は
、
森
鷗
外
、
上
田
敏
の
順
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
版
は
、
市
川
氏
の
指
摘
ど
お
り
で
あ
っ
た
。
第
六
版
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
は
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。

　

本
書
の
発
行
元
は
、金
尾
文
淵
堂
で
あ
る
が
、奥
付
に
「
發
賣
元
」
と
し
て
、「
勉
強
堂
書
店
」
の
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
版
が
み
ら
れ
る
。

「
上
巻
」
に
つ
い
て
は
、
愛
知
淑
徳
大
学
蔵
「
初
版
」、
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
「
第
五
版
」、
蓬
左
文
庫
蔵
「
第
七
版
」
お
よ
び
国
立
国
会

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
第
七
版
」
が
、こ
れ
に
相
当
す
る
。「
中
巻
」
に
つ
い
て
も
、愛
知
淑
徳
大
学
蔵
お
よ
び
蓬
左
文
庫
蔵
「
初

版
」、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
再
版
」
が
同
様
で
あ
る
。

　

装
丁
・
絵
・
書
は
、
中
澤
弘
光
。
定
価
は
、
各
巻
三
円
。

　
「
下
巻
の
二
」
巻
末
に
「
新
譯
源
氏
物
語
の
後
に
」
と
題
す
る
晶
子
自
身
の
あ
と
が
き
を
収
め
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
文
終
了
後
、

頁
を
新
た
に
し
、
七
頁
を
要
し
て
い
る
。

　

本
文
頁
数
は
全
巻
通
し
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
頁
数
は
こ
れ
に
よ
る
）。

　

な
お
、「
下
巻
の
一
」
の
九
八
八
頁
の
次
を
八
八
九
頁
と
す
る
が
、
そ
の
後
は
九
九
〇
頁
と
本
来
の
頁
数
表
記
に
戻
っ
て
い
る
。
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〈「
桐
壺
」
巻
冒
頭
部
〉

　

何い

つ時
の
時じ
だ
い代
で
あ
つ
た
か
、
帝み
か
どの
後こ
う
き
う宮
に
多お
ほ

く
の
妃ひ
ひ
ん嬪
逹た
ち

が
あ
つ
た
。
こ
の
中な
か

に
一ひ
と
り人
陛へ
い
か下
の
勝す
ぐ

れ
た
寵ち
よ
うを
受う

け
て
居ゐ

る
人
が
あ
る
。
こ

の
人ひ
と

は
極き
は

め
て
權け
ん
も
ん門
の
出し
ゆ
つ
し
ん
身
と
云い

ふ
の
で
も
な
く
、
ま
た
今い
ま

の
地ち

ゐ位
が
後こ
う
き
う宮
に
お
い
て
さ
ま
で
高た
か

い
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
多お
ほ

く
の
女ぢ
よ
せ
い性
の

嫉し
つ
と妬
が
こ
の
人ひ
と

の
身し
ん
ぺ
ん邊
に
集あ
つ
まる
の
は
云い

ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
人ひ
と

よ
り
も
位ゐ

ち置
の
高た
か

い
人ひ
と

は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以い

か下
の
人ひ
と

の
嫉し
つ
と妬
は
甚
は
な
は
だし
い

も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
こ
の
人ひ
と

は
苦く
る

し
い
、
悲か
な

し
い
日ひ

を
宮き
う
ち
ゆ
う中で
送お
く

つ
て
居ゐ

た
。
そ
の
上う
へ

く
よ
く
よ
と
物も
の
お
も思
ひ
ば
か
り
を
す
る
結け
つ
く
わ果
病び
や
う
し
ん
身
に

さ
へ
な
つ
た
。
陛へ
い
か下
は
二は
た
ち十
に
な
る
や
な
ら
ず
の
靑せ
い
ね
ん年
で
あ
る
。
戀こ
ひ

の
た
め
に
は
百
ひ
や
く
く
わ
ん
官
の
批ひ
な
ん難
も
意い

に
介か
い

せ
ら
れ
な
い
、
い
よ
い
よ
寵ち
よ
う
あ
い愛は

こ
の
人ひ
と

一ひ
と
り人
に
集あ
つ
まる
さ
ま
で
あ
る
。
こ
の
人ひ
と

も
百
ひ
や
く
ほ
う方
嫉し
っ
し視
の
中な
か

に
陛へ
い
か下
の
愛あ
い

一ひ
と

つ
を
た
よ
り
に
し
て
生い

き
て
居ゐ

る
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
四
巻
。
金
尾
文
淵
堂
。〈
新
訳
〉

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
～
乙
女
）　　
　

大
正
三
年
一
二
月　

一
日　
　

四
九
四
頁

「
第
二
巻
」　
（
玉
鬘
～
夕
霧
）　　
　

大
正
三
年
一
二
月
一
二
日　
　

九
八
九
頁

「
第
三
巻
」　
（
御
法
～
寄
生
）　　
　

大
正
三
年
一
二
月
二
〇
日　

一
四
六
二
頁

「
第
四
巻
」　
（
東
屋
～
夢
の
浮
橋
）　

大
正
三
年
一
二
月
三
一
日　

一
九
六
一
頁



― 6 ―

サ
イ
ズ
：
一
七
・
三
×
一
一
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
二
行
（
本
文
）、
一
〇
行
（
序
文
）
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
（
本
文
）、
二
二
行
（
序
文
）

　

前
著
の
縮
刷
発
行
版
。
挿
絵
な
し
。
装
丁
は
、
有
島
生
馬
。
頁
数
は
、
全
巻
通
し
。
定
価
は
、
各
巻
一
円
。

　
「
三
六
判
変
型
の
ク
ロ
ー
ス
装
、
天
金
の
縮
刷
四
冊
版
」（
神
野
藤
昭
夫
『
与
謝
野
晶
子
の
新
訳
源
氏
物
語
―
薫
・
浮
舟
編
』
の
「
解
説
」。

以
下
、
同
氏
の
所
説
は
同
書
に
よ
る
。）
で
あ
る
。

　

奥
付
に
「
縮
刷
発
行
」
と
あ
る
が
、「
桐
壺
」
冒
頭
に
は
、明
治
四
五
年
二
月
二
一
日
の
版
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
と
の
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
野
藤
昭
夫
氏
も
触
れ
て
お
り
、
す
で
に
片
桐
洋
一
氏
の
指
摘
（『
源
氏
物
語
以
前
』（
平
成
一
三
年
一
〇
月
三
〇
日　

笠
間
書
院
））
の
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
異
同
の
一
例
と
し
て
、「
桐
壺
」
の
二
箇
所
を
掲
出
す
る
。
な
お
、
異
同
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
。
ま
た
、
見
や
す
さ
の
た
め
ル
ビ

は
省
い
た
。
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・『
新
譯
源
氏
物
語
』「
上
巻
」（
明
治
四
五
年
二
月
二
一
日
）

　

…
こ
の
中
に
一
人
陛
下
の
勝
れ
た
寵
を
受
け
て
居
る
人
が
あ
る
。
…
陛
下
は
二
十
に
な
る
や
な
ら
ず
の
靑
年
で
あ
る
。
…

・『
新
譯
源
氏
物
語
』「
第
一
巻
」（
大
正
三
年
一
二
月
一
日
）

　

…
そ
の
中
に
一
人
陛
下
の
勝
れ
た
寵
を
受
け
て
居
る
人
が
あ
る
。
…
陛
下
は
三
十
に
な
る
や
な
ら
ず
の
靑
年
で
あ
る
。
…

　

な
お
、「
第
一
巻
」
の
発
行
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
現
在
三
種
類
が
確
認
で
き
る
。
印
刷
年
月
日
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
。

①
佐
藤
架
蔵

　

大
正
三
年
一
一
月
二
六
日　

印　
　

刷

　

大
正
三
年
一
二
月　

一
日　

縮
刷
發
行

②
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

大
正
三
年
一
一
月
二
六
日　

印　
　

刷

　

大
正
三
年
一
二
月　

六
日　

縮
刷
發
行

③
国
文
学
研
究
資
料
館
〈
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〉

　
（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
）

　

大
正
三
年
一
一
月　

七
日　

印　
　

刷

　

大
正
三
年
一
二
月
一
二
日　

縮
刷
發
行

　

印
刷
年
月
日
お
よ
び
発
行
年
月
日
以
外
の
大
き
な
相
違
点
と
し
て
は
、①
、③
が
内
表
紙
書
名
の
右
横
に
朱
で
「
賜
天
覧　

賜
台
覧
」

と
掲
出
す
る
の
に
対
し
、
②
は
、
表
紙
見
返
し
裏
に
「
賜
台
覧　

賜
天
覧
」
の
文
字
を
付
し
、
一
頁
の
ち
内
表
紙
と
な
る
。
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『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
大
鐙
閣
。〈
新
訳
〉

「
上
」　
（
桐
壺
～
夕
霧
）　　
　

大
正
一
五
年　

二
月
一
〇
日　
　

九
二
二
頁

「
下
」　
（
御
法
～
夢
の
浮
橋
）　

大
正
一
五
年　

二
月
二
〇
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
二
二
・
五
×
一
五
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
（
本
文
）、
一
一
行
（
序
文
）
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
（
本
文
）、
二
三
字
（
序
文
）

　

神
野
藤
昭
夫
氏
の
い
う
「
大
鐙
閣
が
初
版
を
異
装
二
冊
本
と
し
て
出
版
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
内
容
、
頁
数
な
ど
に
つ

い
て
は
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
次
の
点
が
初
版
と
は
異
な
る
。

・
初
版
に
お
い
て
「
槿
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
た
挿
絵
が
「
乙
女
」
の
前
頁
に
お
か
れ
、
逆
に
「
槿
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
た
挿

絵
が
「
乙
女
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
る
。

・
初
版
に
お
い
て
「
浮
舟
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
た
挿
絵
が
な
い
。
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・
五
〇
五
頁
一
行
目
一
番
上
の
「
寂
」
の
文
字
が
反
転
し
て
い
る
。

　

函
入
り
。
装
丁
お
よ
び
挿
絵
は
、
中
澤
弘
光
。
定
価
は
、
各
巻
四
円
二
五
銭
。
頁
数
は
、
両
巻
通
し
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
金
尾
文
淵
堂
。〈
新
訳
〉

「
上
」　
（
桐
壺
～
夕
霧
）　　
　

大
正
一
五
年　

四
月
二
九
日　
　

九
八
九
頁

「
下
」　
（
御
法
～
夢
の
浮
橋
）　

大
正
一
五
年　

七
月
二
七
日　

一
九
六
一
頁

サ
イ
ズ
：
一
七
・
五
×
一
〇
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
〇
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

大
正
三
年
に
金
尾
文
淵
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
四
巻
の
合
本
発
行
で
あ
る
。

　

表
紙
お
よ
び
箱
張
は
、
奥
村
土
牛
に
よ
る
藤
原
隆
能
の
絵
の
模
写
。
挿
画
は
、
梶
田
半
古
。
函
・
表
紙
・
挿
絵
は
、
木
版
に
よ
る
カ
ラ
ー

刷
り
。
定
価
は
、
各
巻
三
円
八
〇
銭
。
頁
数
は
、
両
巻
通
し
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
河
野
成
光
館
販
売
。〈
新
訳
〉

「
上
」　
（
桐
壺
～
夕
霧
）　　
　

昭
和　

四
年　

三
月　

五
日　
　

九
二
二
頁

「
下
」　
（
御
法
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和　

四
年　

三
月　

五
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
二
二
・
〇
×
一
五
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
（
本
文
）、
一
一
行
（
序
文
）
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
（
本
文
）、
二
三
字
（
序
文
）
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大
正
一
五
年
二
月
に
大
鐙
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
の
再
版
。
内
容
等
は
同
じ
だ
が
、
大
正
一
五
年
二
月
版
に
は
「
下
」

の
巻
末
に
「（
を
は
り
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
版
に
は
そ
れ
が
な
い
。

　

宇
和
島
市
立
図
書
館
蔵
本
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
奥
付
の
本
来
の
「
發
行
所
」
欄
に
は
、「
發
賣
所　

河
野
成
光
館
」
と
印
字
し
た
、
同

質
の
別
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　

定
価
は
、
各
巻
四
円
二
五
銭
。
頁
数
は
、
全
巻
通
し
。

　

本
書
の
奥
付
に
つ
い
て
は
、
神
野
藤
昭
夫
氏
が
す
で
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

・
・
・
昭
和
四
年
三
月
五
日
に
河
野
成
光
館
を
発
売
所
と
し
て
、
再
版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
発
売
元　

大
鐙
閣
」
と
あ
る

上
に
、「
発
売
所　

河
野
成
光
館
」
と
い
う
附ふ
せ
ん箋

が
糊の

り

づ
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。・
・
・

　

し
か
し
な
が
ら
、
岐
阜
県
立
図
書
館
蔵
本
『
新
譯
源
氏
物
語
下
』
に
は
、
神
野
藤
昭
夫
氏
い
う
と
こ
ろ
の
「
附ふ
せ
ん箋

」
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
（
の
ち
に
は
が
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
）。
再
版
発
行
年
月
日
を
同
一
に
し
て
「
發
行
所
」
を
「
大
鐙
閣
」
と
す
る
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

「
上
」　
（
桐
壺
～
夕
霧
）　　
　

昭
和　

七
年　

一
月　

八
日　
　

九
二
二
頁

「
下
」　
（
御
法
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和　

七
年　

一
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
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本
体
背
と
函
背
の
字
体
が
異
な
る
。
本
体
背
の
字
体
は
、
大
正
一
五
年
二
月
に
大
鐙
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
た
全
二
巻
の
も
の
と
同
じ
。
本

文
内
容
、
頁
数
な
ど
に
つ
い
て
も
、
大
正
一
五
年
二
月
に
大
鐙
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
た
全
二
巻
の
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
次
の
点
が

異
な
る
。

・「
上
田
敏
」
お
よ
び
「
森
林
太
郎
」
の
序
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
年
月
が
な
い
。

・「
葵
」
の
前
頁
の
挿
絵
と
「
榊
」
の
前
頁
の
挿
絵
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

・
大
鐙
閣
刊
行
本
に
お
い
て
一
四
三
九
頁
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
一
四
四
三
頁
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
る
。

・
大
鐙
閣
刊
行
本
に
お
い
て
一
五
一
一
頁
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
「
浮
舟
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
る
。

・
大
鐙
閣
刊
行
本
に
お
い
て
一
七
三
三
頁
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
「
手
習
」
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

函
入
り
。
天
金
。
挿
絵
は
、
中
澤
弘
光
。
定
価
は
、
各
巻
二
円
五
〇
銭
。
頁
数
は
、
両
巻
通
し
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

昭
和　

七
年　

七
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

前
掲
書
、
昭
和
七
年
一
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
二
巻
を
、
一
巻
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全

一
巻
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
次
が
「
新
譯
源
氏
物
語
上
巻　

目
次
」「
新
譯
源
氏
物
語
下
巻　

目
次
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
お

よ
び
大
正
一
五
年
刊
の
大
鐙
閣
刊
行
本
を
基
準
と
し
て
、
前
掲
書
と
の
相
違
点
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
掲
書
に
あ
っ
た
「（
を

は
り
）」
の
文
字
は
な
い
。
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な
お
、
奥
付
書
名
は
、『
新
譯
源
氏
物
語
』
で
あ
る
が
、
函
お
よ
び
本
体
背
の
書
名
は
、『
新
譯
源
氏
物
語　

全
』。

　

絵
お
よ
び
書
は
、
中
澤
弘
光
。
ク
ロ
ス
装
、
函
入
り
。
天
金
。
定
価
は
、「
定
價
金
四
圓
五
拾
錢
」「
特
價
金
参
圓
六
拾
錢
」
と
あ
る
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

昭
和　

八
年　

五
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

昭
和
七
年
七
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
前
掲
『
新
譯
源
氏
物
語
』
と
、
本
文
お
よ
び
定
価
設
定
は
、
同
じ
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

昭
和　

八
年　

八
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

昭
和
七
年
七
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
と
、
本
文
内
容
お
よ
び
定
価
設
定
は
、
同
じ
。
し
か
し
、
次
の
点
が

異
な
る
。

・「
上
田
敏
」
お
よ
び
「
森
林
太
郎
」
の
序
に
つ
い
て
、「
上
田
敏
」
の
記
載
年
月
は
あ
る
が
、「
森
林
太
郎
」
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
な
い
。

・
昭
和
七
年
七
月
刊
行
本
に
お
い
て
一
六
八
三
頁
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
、
一
七
〇
七
頁
の
前
頁
に
あ
る
。
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『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

昭
和　

九
年　

五
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

昭
和
七
年
七
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
と
、本
文
内
容
、定
価
設
定
と
も
に
同
じ
。
し
か
し
次
の
点
が
異
な
る
。

・「
上
田
敏
」
お
よ
び
「
森
林
太
郎
」
の
序
に
つ
い
て
、
両
者
と
も
記
載
年
月
日
が
あ
る
。

・
昭
和
七
年
七
月
刊
行
本
に
お
い
て
「
手
習
」
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
一
六
七
九
頁
の
前
頁
に
お
か
れ
て
い
る
。

・
昭
和
七
年
七
月
刊
行
本
に
お
い
て
「
夢
の
浮
橋
」
の
前
頁
に
あ
る
挿
絵
が
な
い
。

　

な
お
、
奥
付
書
名
は
『
新
譯
源
氏
物
語
』
で
あ
る
が
、
本
体
背
お
よ
び
函
背
の
書
名
は
『
新
譯
源
氏
物
語　

全
』
と
す
る
。
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『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
。〈
新
訳
〉

昭
和
一
〇
年　

一
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

昭
和
七
年
七
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
と
、
本
文
お
よ
び
定
価
設
定
は
同
じ
。
た
だ
し
、
次
の
点
が
異
な
る
。

・
本
体
背
の
書
名
は
、『
新
譯
源
氏
物
語
』。

・
目
次
に
は
、「
新
譯
源
氏
物
語
上
巻　

目
次
」「
新
譯
源
氏
物
語
下
巻　

目
次
」
の
文
字
は
な
く
、「
新
譯
源
氏
物
語　

目
次
」
と
改

め
ら
れ
て
い
る
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
四
巻
。
新
興
社
発
行
・
富
文
館
発
売
。〈
新
訳
〉

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
～
薄
雲
）　　
　

昭
和
一
〇
年　

九
月　

八
日　
　

四
〇
一
頁

「
第
二
巻
」　
（
槿
～
夕
霧
）　　
　
　

昭
和
一
〇
年　

九
月　

八
日　
　

九
二
二
頁

「
第
三
巻
」　
（
御
法
～
寄
生
）　　
　

昭
和
一
〇
年　

九
月　

八
日　

一
三
五
八
頁

「
第
四
巻
」　
（
東
屋
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
一
〇
年　

九
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
（
本
文
）、
一
一
行
（
序
文
）
／
一
行
字
数
：
三
〇
字
（
本
文
）、
二
三
行
（
序
文
）

　

奥
付
に
は
、
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
富
文
館
」
と
あ
る
。
函
に
貼
付
の
題
箋
に
は
「
與
謝
野
晶
子
譯　

新
譯
源
氏
物
語　

第
一
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巻　

東
京
富
文
館
藏
版
」
と
あ
る
。
装
丁
お
よ
び
挿
絵
は
、
中
澤
弘
光
。
天
金
。
表
裏
見
返
し
の
図
柄
は
、
新
興
社
刊
『
新
譯
源
氏
物
語
』

全
一
巻
も
の
と
同
じ
だ
が
、
色
使
い
が
異
な
り
、
全
一
巻
も
の
が
薄
橙
色
系
で
あ
る
の
に
対
し
、
若
草
色
で
あ
る
。
挿
絵
の
版
が
、
全
一

巻
も
の
と
比
較
す
る
と
摩
耗
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　

定
価
に
つ
い
て
は
、
版
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
各
巻
、
一
円
五
〇
銭
の
も
の
と
、
一
円
七
〇
銭
の
も
の
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
関
連
し
て
、
神
野
藤
昭
夫
氏
は
次
の
と
お
り
復
刻
版
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
で
、
実
物
は
未
見
だ
が
、THE PRESS W

OM
A

N LIFE Co.

（
旧
婦
人
と
暮
ら
し
の
会
出
版
社
）
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
平
成
七
年
二
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
『
復
刻
版　

新
訳
源
氏
物
語　

昭
和
拾
年
版
』
全
四
巻
が
出
て
い
る
ら
し
い
。

…

　

こ
の
『
復
刻
版　

新
訳
源
氏
物
語　

昭
和
拾
年
版
』
全
四
巻
に
つ
い
て
、
現
在
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
発
行
・
富
文
館
発
売
。〈
新
訳
〉

昭
和
一
〇
年　

九
月　

八
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

奥
付
に
は
、
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
富
文
館
」
と
あ
る
。
前
掲
の
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
富
文
館
」
の
全
四
巻
の
も

の
と
同
日
に
刊
行
さ
れ
た
、
全
一
巻
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
七
年
七
月
、
昭
和
八
年
五
月
、
昭
和
九
年
五
月
お
よ
び
昭
和
一
〇
年
一
月
に
新
興
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一

巻
と
本
文
内
容
、
定
価
設
定
と
も
に
同
じ
。
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た
だ
し
、
次
の
点
が
異
な
る
。

・
内
表
紙
の
字
体
と
レ
イ
ア
ウ
ト
。（
字
体
に
つ
い
て
は
、
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
富
文
館
」
の
全
四
巻
の
も
の
と
同
一
。）

・
表
裏
見
返
し
の
図
柄
の
色
。（
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
富
文
館
」
の
全
四
巻
の
も
の
と
同
一
。）

・「
序
」
の
筆
者
に
よ
る
記
載
年
月
の
有
無
。
前
掲
の
新
興
社
刊
行
の
全
一
巻
も
の
に
は
、
上
田
敏
な
ら
び
に
森
林
太
郎
に
よ
る
「
序
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
年
月
が
「
明
治
四
十
五
年
一
月
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
。

『
新
譯
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
新
興
社
発
行
・
春
洋
社
販
売
。〈
新
訳
〉

昭
和
一
一
年
一
二
月　

五
日　

一
八
一
九
頁

サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
三
行
／
一
行
字
数
：
三
〇
字

　

奥
付
に
は
、
発
行
所
「
新
興
社
」、
販
売
所
「
春
洋
社
」
と
あ
り
、「
昭
和
十
一
年
十
二
月
一
日
譲
受
印
刷
」
と
記
す
。

　

函
入
り
。
天
金
。
定
価
は
、
二
円
八
〇
銭
。

　

な
お
、
刊
行
年
月
日
を
同
一
と
し
、
本
体
お
よ
び
函
の
装
丁
が
異
な
る
版
も
確
認
で
き
る
。

『
新
新
譯
源
氏
物
語
』
全
六
巻
。
金
尾
文
淵
堂
。〈
新
新
訳
〉

「
第
一
巻
」　
（
桐
壺
～
葵
）　　
　
　
　

昭
和
一
三
年
一
〇
月
二
一
日　
　

五
一
九
頁

「
第
二
巻
」　
（
榊
～
朝
顏
）　　
　
　
　

昭
和
一
三
年
一
一
月
二
一
日　
　

四
八
一
頁

「
第
三
巻
」　
（
乙
女
～
藤
の
う
ら
葉
）　

昭
和
一
三
年
一
二
月
二
一
日　
　

五
二
七
頁
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「
第
四
巻
」　
（
若
菜
上
～
夕
霧
）　　
　

昭
和
一
四
年　

二
月
一
一
日　
　

五
〇
九
頁

「
第
五
巻
」　
（
夕
霧
（
二
）
～
總
角
）　

昭
和
一
四
年　

六
月
三
〇
日　
　

五
三
一
頁

「
第
六
巻
」　
（
早
蕨
～
夢
の
浮
橋
）　　

昭
和
一
四
年　

九
月
一
二
日　
　

六
八
一
頁

サ
イ
ズ
：
一
八
・
〇
×
一
二
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
二
行
／
一
行
字
数
：
三
三
字

　

与
謝
野
晶
子
の
現
代
語
訳
と
し
て
〈
新
訳
〉
に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
〈
新
新
訳
〉
と
称
す
る
。
総
ル
ビ
を
付
す
。

　

装
丁
お
よ
び
口
絵
は
、
正
宗
得
三
郎
。
こ
れ
に
つ
い
て
与
謝
野
晶
子
は
、「
第
六
巻
」
巻
末
の
「
あ
と
が
き
」
を
「
私わ

た
しの

最も
つ
とも

親し
た

し
い

畫ぐ
わ
か家

の
正ま

さ
む
ね宗

得と
く

三さ
ぶ
ろ
う郎

氏し

が
裝さ

う
て
い幀

と
口く

ち
ゑ繪

を
描か

い
て
下く

だ

す
つ
た
の
は
大お

ほ

き
い
幸し

あ
はせ

で
あ
つ
た
。」
と
結
ん
で
い
る
。
各
巻
頭
に
お
か
れ
て
い
る

正
宗
得
三
郎
の
絵
は
、
す
べ
て
扇
形
の
枠
の
中
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
五
十
四
帖
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
に
は
、
晶
子
自
筆
・
自
作
に
よ
る
和

歌
が
付
さ
れ
る
。「
第
六
巻
」
の
本
文
は
、
六
八
一
頁
で
一
旦
終
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
に
新
た
に
頁
を
起
こ
し
、
一
〇
頁
分
の
「
あ

と
が
き
」
を
付
す
。

　

発
売
当
初
は
全
八
巻
を
予
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
第
一
巻
」
か
ら
「
第
四
巻
」
の
巻
末
予
告
に
は
、「
新
新
譯
源
氏
物
語　

全
八
巻
」

と
し
、
全
八
巻
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
第
五
巻
」
巻
末
予
告
は
、
全
六
巻
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。

　

定
価
に
つ
い
て
は
、
各
巻
奥
付
に
「
定
價　

金
貳
圓
貳
拾
錢
」
と
印
字
す
る
。
た
だ
し
、「
特
價　

金
貳
圓
」
の
紙
が
附
箋
で
貼
ら
れ
て

い
る
も
の
も
確
認
で
き
る
。
な
お
、
巻
末
の
『
新
新
譯
源
氏
物
語
』
の
広
告
に
は
、「
毎
冊　

正
價　

金
貳
圓
貳
拾
錢
・
特
價　

金
貳
圓
」

と
あ
る
。
函
入
り
。
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〈「
桐
壺
」
巻
冒
頭
部
〉

　

ど
の
…
…
様さ
ま

の
御み

よ代
で
あ
つ
た
か
、
女に
よ
ご御
と
か
更か
う
い衣
と
か
云い

は
れ
る
後こ
う
き
ゆ
う宮が
大お
ほ
ぜ
い勢
居ゐ

た
中な
か

に
、
最さ
い
じ
や
う上の
貴き
ぞ
く族
出し
ゆ
つ
し
ん
身
で
は
な
い
が
深ふ
か

い
御ご
あ
い愛

寵ち
よ
うを
得え

て
居ゐ

る
人ひ
と

が
あ
つ
た
。
最さ
い
し
よ初
か
ら
自じ
ぶ
ん分
こ
そ
は
と
云い

ふ
自じ
し
ん信
と
、
親お
や

兄き
や
う
だ
い
弟
の
勢せ
い
り
よ
く力に
恃た
の

む
所と
こ
ろが
あ
つ
て
宮
き
ゆ
う
ち
ゆ
う
中
に
入は
い

つ
た
女に
よ
ご御
逹た
ち

か
ら

は
失し
つ
け
い敬
な
女を
ん
なと
し
て
嫉ね
た

ま
れ
た
。
そ
の
人ひ
と

と
同ど
う
と
う等
、
若も

し
く
は
そ
れ
よ
り
地ち

ゐ位
の
低ひ
く

い
更か
う
い衣
逹た
ち

は
ま
し
て
嫉し
つ
と妬
の
焔ほ
の
ほを
燃も

や
さ
な
い
わ
け
も

無な

か
つ
た
。
夜よ
る

の
御お
と
ど殿
の
宿
し
ゆ
く
ち
よ
く直
所し
よ

か
ら
退さ
が

る
朝あ
さ

、
續つ
づ

い
て
そ
の
人ひ
と

ば
か
り
が
召め

さ
れ
る
夜よ

、
目め

に
見み

耳み
み

に
聞き

い
て
口く
ち
を惜
し
が
ら
せ
た
恨う
ら

み

の
せ
い
も
あ
つ
た
か
身か
ら
だ體
が
弱よ
わ

く
な
つ
て
、
心こ
こ
ろ
ぼ
そ細く
な
つ
た
更か
う
い衣
は
多お
ほ

く
實じ
つ
か家
へ
下さ
が

つ
て
居ゐ

が
ち
と
云い

ふ
こ
と
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
帝み
か
どは

こ
の
人ひ
と

に
ば
か
り
心こ
こ
ろを
お
引ひ

か
れ
に
な
る
と
云い

ふ
御ご
や
う
す

様
子
で
、
人ひ
と

が
何な
ん

と
批ひ
ひ
や
う評
を
し
や
う
と
も
そ
れ
に
御ご
ゑ
ん
り
よ

遠
慮
な
ど
と
云い

ふ
も
の
が
お
出で

き來

に
な
ら
な
い
。
御ご
せ
い
と
く

聖
德
を
傳つ
た

へ
る
歴れ
き
し史
の
上う
え

に
も
暗く
ら

い
影か
げ

の
一
ひ
と
と
こ
ろ所
殘の
こ

る
や
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
状じ
や
う
た
い態に
な
つ
た
。
高
こ
う
く
わ
ん官
逹た
ち

も
殿
で
ん
じ
や
う上

役や
く
に
ん人

逹た
ち

も
困こ

ま

つ
て
、
御ご

か
く
せ
い

覺
醒
に
な
る
の
を
期き

し
な
が
ら
、
當た

う
ぶ
ん分

は
見み

ぬ
顏か

ほ

を
し
て
ゐ
た
い
と
云い

ふ
態た

い
ど度

を
と
る
程ほ

ど

の
御ご

ち
よ
う
あ
い

寵
愛
ぶ
り
で
あ
つ
た
。

唐た
う

の
國く

に

で
も
こ
の
種し

ゆ
る
ゐ類

の
寵ち

よ
う
き姫

、
楊や

う
か家

の
女ぢ

よ

の
出し

ゆ
つ
げ
ん現に

よ
つ
て
亂ら

ん

が
醸か

も

さ
れ
た
な
ど
と
蔭か

げ

で
は
云い

は
れ
る
。
今い

ま

や
こ
の
女ぢ

よ
せ
い性

が
一
天て

ん
か下

の
煩

わ
ざ
は

ひ
だ
と
さ
れ
る
に
至い

た

つ
た
。
馬ば

く
わ
い嵬

の
驛え

き

が
い
つ
再さ

い
げ
ん現

さ
れ
る
か
も
知し

れ
ぬ
。
そ
の
人ひ

と

に
と
つ
て
は
堪た

へ
難が

た

い
や
う
な
苦く

る

し
い
雰ふ

ん
ゐ
き

圍
氣
の
中な

か

で

も
、
唯た

だ
深ふ
か

い
御ご
あ
い
じ
や
う

愛
情
だ
け
を
賴た
よ

り
に
し
て
暮く
ら

し
て
ゐ
た
。

『
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
三
笠
書
房
。〈
新
新
訳
〉

「
上
巻
」　
（
桐
壺
～
若
菜
（
上
））　　
　
　
　
　

昭
和
二
五
年　

九
月　

五
日　
　

五
九
七
頁

「
下
巻
」　
（
若
菜
上
（
つ
づ
き
）～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
二
五
年
一
〇
月
一
二
日　
　

六
三
一
頁
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サ
イ
ズ
：
一
九
・
五
×
一
三
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
二
二
行
／
一
行
字
数
：
五
四
字

　

前
著
の
合
本
版
で
あ
る
。
奥
付
書
名
は
、『
源
氏
物
語
』
だ
が
、
函
に
は
、『
全
譯　

源
氏
物
語
』
と
あ
る
。

　
「
上
巻
」
本
文
の
後
、「
與
謝
野
晶
子
女
史
肖
像
」（
昭
和
二
年
撮
影
）
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、「
解
説
」（
池
田
亀
鑑
「
源
氏
物
語
と
晶
子
源
氏
」）

と
続
く
。「
下
巻
」
本
文
の
後
に
は
、「
あ
と
が
き
」、「
源
氏
物
語
年
立
」、「
源
氏
物
語
系
圖
」
を
付
す
。

　

函
入
り
。
定
価
は
、
各
巻
四
二
〇
円
。

　

な
お
、
版
に
よ
っ
て
、
初
版
印
刷
日
お
よ
び
初
版
発
行
日
が
異
な
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
書
誌
は
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
を
掲
げ
た
。

そ
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

蓬
左
文
庫
蔵
本

　
「
上
巻
」　

昭
和
二
五
年　

九
月　

五
日　

初
刷
刊
行　
　
　

昭
和
二
六
年　

三
月
三
〇
日　

五
版
刊
行
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「
下
巻
」　

昭
和
二
五
年
一
〇
月
一
二
日　

初
刷
刊
行　
　
　

昭
和
二
六
年　

三
月
三
〇
日　

五
版
刊
行

架
蔵
本

　
「
上
巻
」　

昭
和
二
五
年
一
〇
月
一
二
日　

初
刷
刊
行　
　
　

昭
和
二
六
年　

七
月
一
〇
日　

四
版
刊
行

　
「
下
巻
」　

昭
和
二
五
年
一
〇
月
一
〇
日　

初
刷
刊
行　
　
　

昭
和
二
六
年　

七
月
一
五
日　

七
版
刊
行

『
定
本
　
現
代
語
訳
　
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
日
本
書
房
。〈
新
新
訳
〉

「
上
巻
」　
（
桐
壺
～
藤
の
う
ら
葉
）　

昭
和
三
六
年　

九
月
三
〇
日　
　

五
四
七
頁

「
下
巻
」　
（
若
菜
上
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
三
六
年
一
〇
月
三
〇
日　
　

五
七
五
頁

サ
イ
ズ
：
二
六
・
〇
×
一
九
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
二
四
行
／
一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
の
一
段
）

　
「
上
巻
」
の
巻
頭
に
は
、池
田
弥
三
郎
に
よ
る
解
説
「
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」
を
お
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
帖
の
冒
頭
一
頁
に
は
、帖
名
の
ほ
か
、

晶
子
の
自
作
の
和
歌
と
登
場
人
物
関
連
系
図
を
記
す
。
各
巻
末
に
「
訳
注
」
が
付
さ
れ
る
。

　

装
丁
お
よ
び
挿
絵
は
、
三
谷
一
馬
。
挿
絵
の
色
が
、「
上
巻
」（
茶
系
色
）
と
「
下
巻
」（
緑
系
色
）
で
異
な
る
。

　

定
価
は
、
各
巻
二
、
三
〇
〇
円
。

『
定
本
　
現
代
語
訳
　
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
日
本
書
房
。〈
新
新
訳
〉

「
上
巻
」　
（
桐
壺
～
藤
の
う
ら
葉
）　

昭
和
三
七
年　

九
月
二
〇
日　
　

五
四
七
頁

「
下
巻
」　
（
若
菜
上
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
一
日　
　

五
七
五
頁
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サ
イ
ズ
：
二
六
・
〇
×
一
九
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
二
四
行
／
一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
の
一
段
）

　

昭
和
三
六
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
日
本
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
定
本　

現
代
語
訳　

源
氏
物
語
』
全
二
巻
と
内
容
、
定
価
設

定
と
も
に
同
じ
。
奥
付
に
、
改
版
の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。

『
定
本
　
現
代
語
訳
　
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
日
本
書
房
。〈
新
新
訳
〉

「
上
巻
」　
（
桐
壺
～
藤
の
う
ら
葉
）　

昭
和
三
九
年　

三
月
二
〇
日　
　

五
四
七
頁

「
下
巻
」　
（
若
菜
上
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
三
九
年　

四
月
二
〇
日　
　

五
七
五
頁

サ
イ
ズ
：
二
六
・
〇
×
一
九
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
二
四
行
／
一
行
字
数
：
三
一
字
（
二
段
組
み
の
一
段
）
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昭
和
三
六
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
日
本
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
定
本　

現
代
語
訳　

源
氏
物
語
』
全
二
巻
、
昭
和
三
七
年
九

月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
日
本
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
定
本　

現
代
語
訳　

源
氏
物
語
』
全
二
巻
と
内
容
は
同
じ
。
奥
付
に
、
改
版
の

表
記
は
見
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
定
価
は
各
巻
三
、
二
〇
〇
円
。

『
源
氏
物
語
』
全
三
巻
。
河
出
書
房
新
社
。〈
新
新
訳
〉

「
上
」　
（
桐
壺
～
乙
女
）　　
　

昭
和
四
四
年
五
月
二
五
日　
　

五
五
三
頁

「
中
」　
（
玉
鬘
～
雲
隠
れ
）　　

昭
和
四
四
年
六
月
二
五
日　
　

五
五
五
頁

「
下
」　
（
匂
宮
～
夢
の
浮
橋
）　

昭
和
四
四
年
七
月
一
〇
日　
　

五
四
一
頁
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サ
イ
ズ
：
二
二
・
五
×
一
五
・
五
㎝
／
一
頁
行
数
：
一
九
行
／
一
行
字
数
：
五
二
字

　

カ
ラ
ー
挿
絵
に
よ
る
豪
華
愛
蔵
版
で
あ
る
。
各
巻
末
に
池
田
弥
三
郎
に
よ
る
「
注
釈
」
を
お
く
。

　

五
十
四
帖
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
ら
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
挿
絵
の
裏
面
に
は
、
そ
の
帖
の
簡
潔
な
あ
ら
す
じ
を
付
す
。

　

月
報
つ
き
。
各
巻
の
月
報
に
は
、
中
村
真
一
郎
に
よ
る
「『
源
氏
物
語
』
解
説
」、
鈴
木
敬
三
に
よ
る
「『
源
氏
物
語
』
の
風
俗
」
と
題
す

る
論
文
を
掲
載
。
あ
わ
せ
て
、
各
巻
に
お
け
る
「
系
図
」
を
お
く
。
ま
た
、
各
月
報
に
、
実
費
三
〇
〇
円
で
帙
の
頒
布
が
あ
る
こ
と
を
掲

載
し
て
い
る
。

　

装
丁
お
よ
び
色
刷
挿
絵
は
、
新
井
勝
利
。
題
字
は
、
与
謝
野
晶
子
。
ク
ロ
ス
装
。
函
入
り
。
帙
あ
り
。
帙
は
、
本
体
と
同
じ
布
を
使
用
。

定
価
は
、
各
巻
一
、
六
〇
〇
円
。

『
源
氏
物
語
』
全
一
巻
。
河
出
書
房
新
社
。〈
新
新
訳
〉

昭
和
六
三
年　

一
月
三
〇
日　
　

七
八
八
頁



― 24 ―

サ
イ
ズ
：
二
二
・
〇
×
一
五
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
： 

二
九
行
／
一
行
字
数
： 

三
一
字
（
二
段
組
み
の
一
段
）

　

帯
に
は
、「
全
五
十
四
帖
を
一
巻
に
収
め
た
待
望
の
廉
価
普
及
版
」
と
あ
る
。
内
表
紙
お
よ
び
背
の
書
名
は
、『
源
氏
物
語　

全
五
十
四
帖
』。

巻
末
に
与
謝
野
晶
子
「
あ
と
が
き
」、
続
い
て
池
田
弥
三
郎
「
注
釈
」、「
解
説
」
を
お
く
。
装
丁
は
、
荒
川
じ
ん
ぺ
い
。
本
文
カ
ッ
ト
は
、

新
井
勝
利
。

　

カ
バ
ー
に
つ
い
て
は
、「
カ
バ
ー
原
画　

カ
ラ
ー
長
篇
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
『
源
氏
物
語
』
よ
り　

製
作
＝
朝
日
新
聞
／
テ
レ
ビ
朝
日
／
日

本
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
グ
ル
ー
プ　

製
作
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
＝
グ
ル
ー
プ
・
ダ
ッ
ク
／
ヘ
ラ
ル
ド
・
エ
ー
ス　

監
督
＝
杉
井
キ
サ
ブ
ロ
ー　

脚

本
＝
筒
井
と
も
み　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
＝
林
静
一　

音
楽
＝
細
野
晴
臣
（
サ
ン
ト
ラ
盤
・EPIC

・
ソ
ニ
ー
）」
と
あ
る
。

　

定
価
は
、
二
、
四
〇
〇
円
。
昭
和
六
三
年
六
月
末
日
ま
で
は
、
特
別
定
価
二
、
〇
〇
〇
円
。

『
与
謝
野
晶
子
の
新
訳
源
氏
物
語
』
全
二
巻
。
角
川
書
店
。〈
新
訳
〉

「
ひ
か
る
源
氏
編
」　

平
成
一
三
年
一
一
月
三
〇
日　
　

五
七
三
頁

「
薫
・
浮
舟
編
」　　

平
成
一
三
年
一
一
月
三
〇
日　
　

五
四
一
頁
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サ
イ
ズ
：
一
九
・
〇
×
一
三
・
〇
㎝
／
一
頁
行
数
： 

一
七
行
／
一
行
字
数
： 

四
四
字

　
「
本
書
は
、
昭
和
四
年
河
野
成
光
館
刊
行
の
再
版
二
冊
本
を
底
本
に
し
て
、
原
文
を
新
字
・
新
か
な
づ
か
い
に
改
め
た
ほ
か
、
漢
字
の
一

部
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。
な
お
、
ひ
か
る
源
氏
編
、
薫
・
浮
舟
編
の
編
名
は
、
今
回
新
た
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。（
編
集
部
）」
と
あ
る
。

「
薫
・
浮
舟
編
」
巻
末
に
は
、
与
謝
野
晶
子
に
よ
り
大
正
二
年
に
記
さ
れ
た
「
新
訳
源
氏
物
語
の
後
に
」、
続
い
て
神
野
藤
昭
夫
に
よ
る
「『
新

訳
源
氏
物
語
』
と
幻
の
『
源
氏
物
語
講
義
』」
と
題
す
る
「
解
説
」
を
お
く
。

　

装
丁
は
、
谷
口
広
樹
。
二
巻
一
函
入
り
。
定
価
は
、
三
、
三
〇
〇
円
（
税
別
）。
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本
稿
の
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の
「
与
謝
野
晶
子
訳
『
源
氏
物
語
』
書
誌
集
成
（
下
）」（「
愛
知
淑
徳
大
学
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科

紀
要
」
第
７
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
発
行
））
に
ま
と
め
て
掲
げ
る
。

 

（
博
士
後
期
課
程
）


